
S H O W R O O M 　 F L O O R G U I D E
快適な暮らしをテーマにしたシースルー階段など、私たちの製品を見て、触って、ごゆっくりと体験してください。

A3 セミクローズ

A4 フォルテ

A5 オープン

A6 クローズ

A7 ノコ

A8 トラス

A9 サンダー

D1 ベーシック

D2 ライト

D3 スクエア

D4 スライド

D5 バーティカル
木製段板

D6 バーティカル
楕円段板

入り口

B3 ダンデル　アームズ

B4 フリス　シングル格子×標準

B5 フリス　シングル格子×標準

C1 モデリア  ミニマム格子

E1 DECO ツイスト

E2 DECO バブルズ

E3 両壁けんすい棒
～A13 A17

A10 玄関縦手すり／玄関楕円縦手すり

A11 デラス　補助手すり 

A12 オブジェア　補助手すり

B1 ウェーブスダンデル

B2

B6 フリス　シングル格子×吊り

E6 けんすい棒

C2 モデリア  トリプル格子

C3 モデリア  ガラス格子【参考／廃止品】

C5 室内 KDスパイラル 【参考】

C4 モデリア  ミニマム格子
 600mm巾

C6 モデリア  ワイヤー

C7

ウェーブススパイラル

C8

KDスパイラル R格子  600mm巾

C9

KDスパイラルパンチングパネル

SHOWROOM

F2 ネコノマ　House 他

A1 デラス　ワイヤー手すり

F3 傾斜角度体験装置

住   　　所 ：〒367- 0112  埼玉県児玉郡美里町木部 116（カツデンアーキテック埼玉美里工場内）
公 開 時 間 ：平日・土　9：00 ～ 17：00
休   　　日 ：日・祭日・年末年始
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E8 うんてい

DECOツイスト

E4

E9 のぼり棒

E3

E7

＊G３収納カウンター

F8

A2

F1

F1 カスタムベッド【参考】

A2 デラス　吹抜け手すり

F9

F10

A18 サンダー（Uターン）

オブジェア　吹抜け手すり

ダンデル　タイプ 3

その他　製品

F4 室内パーティション
ルーバータイプ

F6 カスタムウォール

F7 多目的テーブル

F5 室内パーティション
ガラスタイプ

F8 カスタムウォール
キャットタワー仕様

F10 ディーナ　Bird 他

F9 パブロ　Kamaboko 他

D7 ロフト手すり

D7

WEB より事前ご受付中！
※当日の場合は 0495-76-1311 までご連絡ください）
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G a n e s a  G U I D E
ショールームだけではイメージがわからない？実際の住宅に設置したらどんな雰囲気？

カツデンアーキテックの製品をふんだんに盛り込んだ社員寮「Ganesa」を建てました。住まいのイメージとしてご覧ください。

外観（正面）
APPROAD／ DesignFrame

1F 居室（ワンルーム）
KastomWall

1F 共用スペース
DEROUS ／ NeconoMa（Leaf）

1F 共用スペース
DEROUS  補助手すり／NeconoMa（Leaf）／

AthleticSeries（うんてい・のぼり棒）

1F 共用スペース
HOMRA／ AthleticSeries（DECOバブルズ・ツイスト）

2F 渡り廊下
DEROUS  吹抜け手すり／NeconoMa（House・Step）

2F 居室（ファミリールーム）
HOMRA／ ObjeA サンダー（特注仕様）／
ObjeA  吹抜け手すり／ObjeA  補助手すり

外観（側面）
D-NA  DELTA ／サイクルポート

第二社員寮『ガネーシャ』

外観（正面）
APPROAD／ DesignFrame

様々な人種・年齢の社員が住まう社員寮。

人生の転機をここで過ごし、共に研鑽し、成長し、

会社・社会・故郷で活躍してほしい、という願いを込めて

「ヒナから成長し、飛び立とうとする鳥の姿」をイメージしたファサード。

生活の中にカツデンアーキテックの製品が使われたらどうなるのか。

お客様だけでなく、我々も新製品など実際に共に生活することで

さらなる改善点を見出す場にもなっています。


